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【概要・目標】 
この演習では英文で出版されたコミュニケーション理論及び死生学関連の人文社会科学の学術

論文を精読する。特別研究の準備を完了することが目標である。 
【授業内容・スケジュール】                              

１）リーディング選定 

２）「RQ」すなわち、リサーチ・クエスチョンとは何か。 

３）リーディング 

４）リーディング 

５）リーディング 

６）リーディング 

７）リーディング 

８）リーディング 

９）大学院生による RQプレゼンテーション 

10）大学院生による RQプレゼンテーション 

11）リーディング 

12）リーディング 

13）リーディング 

14）リーディング 

15）大学院生による RQプレゼンテーション 

【評価】 
●毎回の授業の前にリーディング課題を読み、自身が考えたことを A4 用紙 1 枚(表紙不要で本文

1 枚のみ)にまとめる「ディスカッション・ペーパー」を毎回用意して提出すること。これが評価

の 60%。 
●第９回、第 10 回及び第 15回のプレゼンテーションが評価の 40％である。 
【テキスト】 
佐藤郁哉 2024 リサーチ・クエスチョンとは何か？ 筑摩書房(ちくま新書) 

【推薦参考図書】 
 

【その他】 
アポイントメントは電子メールにて：masuda@wakayama-med.ac.jp 

 


